
事　業　概　要　調　書

項　目　名 事務局庁舎耐震診断委託業務

ページ

担当課

平成２６年度

総務費 　本組合事務局庁舎（ＲＣ造３階建、４５４㎡）は、昭和５３年２月に旧耐震基準で建築されている

総務管理費 ため、耐震診断を実施する。

一般管理費

　【事務局庁舎の概要】

（単位：千円） 　１　経過

2,000 　　　　昭和５３年２月 自衛隊鳥取地方連絡部庁舎として竣工

　　　　平成７年６月　　 東部広域事務局庁舎として国から取得、同年１０月に業務開始

　２　構造等

　　　(1)　敷地面積 ６９２．７５㎡

　　　(2)　建物構造 鉄筋コンクリート造３階建

（単位：千円） 　　　(3)　床面積 　１階　　１５８㎡

金　額 　２階　　１４８㎡

　３階　　１４８㎡

　合計　 ４５４㎡

2,000

2,000計

一般会計

事業の概要

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

市町負担金

予算要求額

区　　　分

会計名

款

項

目

1

予算書項目

年　　度
総務課

資料１
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事　業　概　要　調　書

項　目　名 因幡霊場通風設備等改修工事

ページ

担当課

平成２６年度

衛生費 　１ 事業概要

火葬場費 　　　　本施設は、指定管理者により管理運営を行っているが、施設の根幹に関わる大規模な

因幡霊場管理費 　　 修繕は、組合が行うこととしている。

  　　　このたび、修繕計画に基づき、炉の通風設備（４基）等の更新整備を行なうものである。

（単位：千円） 　　　　なお、残りの４基の通風設備については来年度更新整備を行う予定である。

18,624

　２ 事業費

　　　  ○修繕費　  　１８,６２４千円

　３ 近年の火葬実績

        ○平成２２年度　３,８３０件

（単位：千円）         ○平成２３年度　３,８１４件

金　額         ○平成２４年度　３,６８７件

0

0

12,300

0

6,324

18,624

2

予算書項目

年　　度
生活環境課

区　　　分
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計

一般会計

事業の概要
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その他
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予算要求額
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事　業　概　要　調　書

項　目　名 最終処分場遮光性不織布敷設工事

ページ

担当課

平成２６年度

衛生費 　１ 事業概要

不燃物処理費 　　    環境クリーンセンター最終処分場では、処分場内から浸出する汚水の地下浸透を防ぐため、

環境クリーンセンター管理費 　　 最終処分場内に遮水シートを敷設し、対策を講じているところである。

　　 　 しかし、供用開始から１６年が経過し、かつ近年のごみ埋め立て量の減少に伴って最終処分

（単位：千円）      場の延命化が図られたことから、遮水シートの剥き出し部分への紫外線の曝露等経年劣化を

55,500      防ぐため、遮水シートを保護する遮光性不織布の敷設工事を行なう。

　２ 事業費

　　　　○最終処分場遮光性不織布敷設工事　５５,５００千円

　３ その他

（単位：千円） 　　　　○施工内容　遮光性不織布の敷設(面積約１０,０００㎡）

金　額

0

0

41,600

0

13,900

55,500計

一般会計

事業の概要

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

市町負担金

予算要求額

区　　　分

会計名

款

項

目

3

予算書項目

年　　度
生活環境課
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事　業　概　要　調　書

項　目　名 白兎グラウンドゴルフ場コース改修等修繕

ページ

担当課

平成２６年度

衛生費 　１ 事業概要

不燃物処理費 　　    白兎グラウンドゴルフ場は、現在日本グラウンドゴルフ協会の公認コース認定を受け、年間の

白兎グラウンドゴルフ場管理費      利用者は３万人を超えるなど好評を得ている。平成２６年度で認定期間が満了となることから、

（単位：千円）      　 本コースは、平成２５年に協会から、コース認定の更新にあたっては４ホールの起伏改修が

2,800      前提であるとの指摘を受けており、認定コースを外れるとなれば、利用者数への影響も懸念され

     ることから、当該ホールの改修を行なう。また、併せて適正な維持管理を行なうため、場内給水

     設備の修繕を行なう。

　２ 事業費

　　　　○コース改修費　  ２,３４１千円

（単位：千円） 　　　　○給水設備修繕費　 ４５９千円

金　額

0 　３ その他

0 　　　　○コース改修箇所　大こくさまコース（２番・６番ホール）、白うさぎコース（２番・６番ホール）

0

0

2,800

2,800

4

予算書項目

年　　度
生活環境課

事業の概要
会計名

款

項

目

一般会計

     平成２６年度中に協会から認定の更新（５年間）を受けることが必要である。
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内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

市町負担金

計

区　　　分

予算要求額
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事　業　概　要　調　書

項　目　名 し尿処理施設管理運営業務

ページ

担当課

平成２６年度

衛生費 　１ 事業概要

し尿処理費         県東部地域のし尿、浄化槽汚泥及び集落排水汚泥を処理している因幡浄苑等に係る経費

施設管理費      （職員給与費を除く）は次のとおり。

       因幡浄苑から発生する汚泥については、現在、コンポストセンターいなばの休止に伴い、

（単位：千円）      平成２５年４月より試験的に鳥取市公共下水道の秋里終末処理場へ処理委託を行っている。

302,920 　　　 なお、今後の汚泥処理方法等については、関係者で組織する「汚泥処理方法のあり方等

　　検討会」で、より効果的で効率的な方法について検討を行っているところである。

　２ 事業費の内訳

　　　　○し尿運搬業務委託費　      ３１,８２４千円

　　　　○施設管理委託業務費　　 １４０,２１７千円

（単位：千円） 　　　　○汚泥等処理業務委託費　１２７,４７４千円

金　額 　　　　○その他維持管理経費　　　　　　８１０千円　ほか

0

0 　３ 近年の処理実績

0 　　　　○平成２２年度　計４７,４３２ｋｌ　( し尿、浄化槽汚泥 ２６,９３８ｋｌ  集落排水汚泥 ２０,４９４ｋｌ )

0 　　　　○平成２３年度　計４７,７２１ｋｌ  ( し尿、浄化槽汚泥 ２５,１６８ｋｌ　集落排水汚泥 ２２,５５３ｋｌ )

302,920 　　　　○平成２４年度　計４５,５８３ｋｌ　( し尿、浄化槽汚泥 ２３,９４６ｋｌ　集落排水汚泥 ２１,６３７ｋｌ ) 

302,920

5
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事　業　概　要　調　書

項　目　名 可燃物処理施設建設事業

ページ

担当課

平成２６年度

　可燃物処理施設建設事業に係る経費（職員給与費を除く）は、次のとおり。

衛生費 ①委託業務関係（81,351千円）

可燃物処理費 　・　ごみ質調査業務（8,640千円）

ごみ処理施設建設費 　・　施設建設に伴う埋蔵文化財調査業務（37,250千円）

　・　可燃物処理施設整備事業に伴う環境影響評価検討業務（15,433千円）

（単位：千円） 　・　平成２６年度動植物保全対策調査業務（13,943千円） ほか

424,935

②施設建設用地取得費（35,065千円）

　・　鳥取市土地開発公社所有地　892㎡（5,530千円）

　・　民有地　9,949㎡（29,535千円）

（単位：千円） ③可燃物処理施設立地促進交付金（300,000千円）

金　額 　・　地域振興を目的とした立地促進交付金

④その他（8,519千円）

35,000 　・　建設事務費（7,041千円）　ほか

300,000

89,935

424,935
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事　業　概　要　調　書

項　目　名

ページ

担当課

平成２６年度

　【庁舎概要】

（単位：千円） 　　（構造）　　　　　　鉄筋コンクリート造　２階建

195,955 　　（延床面積）　　　８７１㎡

　　（主要用途）　　　事務室、仮眠室、研修室、体力練成室、消毒室、多目的トイレ（女性兼用）ほか

　 　　 車庫（ポンプ車２台、救急車ほか）

　【事業費】

（単位：千円）

金　額

177,700

18,255

195,955

会計名

鳥取消防署東町出張所新築事業費

消防費

消防費

7

予算書項目

年　　度

一般会計

消防総務課

事業の概要

 昭和４３年に建築された鳥取消防署東町出張所（木造２階建、延べ面積１５２㎡）は、老朽化と併せて
耐震不足による倒壊が危惧されるため、移転新築を行う。

款

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

市町負担金

項

　・　基本設計業務　 　　　　　　　　　　　　 9,230千円
　・　実施設計業務　　　　　　　　 　　　　　30,667千円
　・　解体設計業務　　　　　　　　 　　　　　 1,678千円
　・　地質調査業務　　　　　　　　　　　　　　7,285千円
　・　新築工事　　　　　　　　　　　　　 　　141,773千円
　　　　（Ｈ２６年度～２７年度　総額 354,433千円の４割）
　・　工事監理業務　　　　　　　　　　　　　　5,322千円
　　　　（Ｈ２６年度～２７年度　総額  13,305千円の４割）

計

消防施設費目

予算要求額

区　　　分
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事　業　概　要　調　書

項　目　名

ページ

担当課

平成２６年度

　【事業費】

（単位：千円）

148,743

（単位：千円）

金　額

119,300

29,443

148,743

8 車両機材整備費

予算書項目

年　　度
消防総務課

事業の概要
会計名

一般会計

款 消防費 　長期間使用により老朽化した車両を更新するとともに、緊急車両の特殊機能及び安全性を確保する
ため、はしご車のオーバーホールを行う。項 消防費

目 消防施設費

　・　消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）〔青谷出張所〕　 　　　　　　　　　　　　　　　30,970千円
　・　災害対応特殊化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）〔鳥取消防署〕　　　　　　　　 65,969千円
　・　災害対応特殊救急自動車・高度救命処置用資機材〔若桜出張所〕　　　　25,884千円
　・ 　はしご車オーバーホール〔湖山消防署〕 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25,920千円

予算要求額

区　　　分

計

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

市町負担金
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